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1.研 究 目的 ・内 容

熱QCD/QEDの 温度 ・密度に依存す る相構造や相転移の研究は理論 ・実験の両面か ら重要であ

る。 ここでは、解析 的分析 が可能 で、 かっ先行す る多 くの分析 結果 と比較 検討 が可能 な

Dyson-Schwinger(DS)方 程式による処方を用いてカイラル対称性(フ ェル ミオンの質量 と関係す

る)の 破れ と回復の機構について調べる。

2.研 究方 法 ・計 算方法

まず、遅延伝播関数の極に注 目して、物理質量ΣRに 対するDS方 程式を書き下ろす。その後、

解析的計算およびFORTRANに よる数値計算を行いなが ら機構の分析を行 う。 このとき、1)ゲ
ージボソンの真空偏極nと の連立方程式になる。如何に、「適切な」近似 を行って解析す るか。2)

熱場(有 限温度の場)に おいては、通常用いられ るladder近 似は良い近似ではない。そこで、硬

熱ループ近似をゲージボソンの伝播関数 とともに頂点関数にも用いてDS方 程式の分析 を行 う。

などに注意 しなが ら、検討を行 う必要がある。

3.研 究成果

硬熱ループ近似による頂点関数の計算およびDS方 程式を書き下す作業は終了、現在、解析的

ならびに数値的解析を実行 中である。特に、数値的解析のため、FORTRANに よるプログラムを

作成 し、計算中である。被積分関数の発散など数値解析特有の問題で、最終的結論が出るまでに

は至っていないが、今までの計算(い わゆるIE近 似 と呼ばれる近似)に は問題があることが分か

ってきた。
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